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１２月 ３日（日） 中部ハイスクールフォーラム２０２３
１２月１５日（金）全国コミュニティ・スクール研究大会by鳥取県南部町
１２月２０日（水） 第３回人権教育プログラムファシリテータースキルアップ研修会

11
月
24
日
（
金
）
に
標
記
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
岩
美
町
中
央
公
民
館
を
会
場
に
、

県
内
か
ら
多
く
の
社
会
教
育
関
係
者
が
集
い
ま
し
た
。

前
半
は
、
鳥
取
大
学
工
学
部
社
会
シ
ス
テ
ム
土
木
系

学
科

長
曽
我
部
准
教
授
、
鳥
取
県
社
会
教
育
委
員
連
絡

協
議
会

川
口
会
長
、
南
部
町
教
育
委
員
会
事
務
局
人

権
・社
会
教
育
課

二
宮
課
長
に
よ
る
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン

を
行
い
ま
し
た
。

後
日
、
県
社
会
教
育
課
㏋
に
て
期
間
限
定
の
ア
ー
カ

イ
ブ
配
信
を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

令和５年度鳥取県社会教育振興大会
兼鳥取県社会教育委員研修会

後
半
は
、
３
つ
の
会
場
に
分
か
れ
て
分
科
会
を
行
い

ま
し
た
。
第
３
分
科
会
は
、
社
会
教
育
委
員
の
研
修
会

も
兼
ね
た
分
科
会
で
し
た
。
「
次
の
会
議
で
提
案
し
た

い
こ
と
を
考
え
よ
う
」
を
お
題
に
し
て
、
ま
ず
は
全
体

会
で
、
自
分
の
印
象
に
残
っ
た
内
容
に
つ
い
て
グ
ル
ー

プ
で
語
り
合
い
ま
し
た
。

次
に
、
各
地
域
で
展
開
さ
れ
て
い
る
活
動
に
つ
い
て

そ
れ
ぞ
れ
事
例
紹
介
を
し
ま
し
た
。

最
後
は
、
本
日
の
研
修
会
を
と
お
し
て
、
自
分
が
今

後
地
域
で
実
践
し
て
み
た
い
こ
と
に
つ
い
て
イ
メ
ー
ジ

図
を
作
成
し
ま
し
た
。
い
つ
も
の
聞
く
だ
け
の
研
修
会

で
は
な
く
、
自
分
た
ち
が
情
報
共
有
し
な
が
ら
進
め
て

い
く
の
で
、
み
な
さ
ん
が
生
き
生
き
と
語
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

み
な
さ
ん
の
楽
し
そ
う
な
笑
顔
を
見
て
い
る
と
、
県

内
に
ま
た
新
た
な
「
つ
な
が
り
」
が
で
き
た
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。

掲示発表

第３分科会
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～師走がやって来た！～

【あとがき】

今年の１１月は社会教育にとってとても慌ただしく、宮崎・松江へ

と、２週にわたって出張もありました。特に宮崎は、片道９時間もか

かる長旅でしたが、大通りのヤシの木や雨に濡れないアーケードのよ

うな幅広い歩道等に、宮崎のよさを感じました。特に、駅前にある日

向夏ポストは、新たなキャラクターかと思うほどでした。また宮崎な

らではの、バスの表示がユニークでした。通常「回送中」と表示され

ていますが、宮崎では「すみません、回送中です。」と表示されてい

ました。これも、よき宮崎気質の現れかもしれませんね。

１１月８日（水）～１０日（金）、宮崎市民文化ホールにて、標記
大会が開催されました。あちこちにヤシの木が並んだ南国宮
崎の街並みには驚かされましたが、それ以上にこんな長旅の
出張は初めてでした。それでも、全国から１０００人以上の参
加者があり、久しぶりに大規模な大会となりました。
歌人の伊藤一彦氏と日本文学者の上野誠氏の特別対談で
は、「お祭り」が一つの社会を見せている、「餅つき」は自然体
験活動のような五感を使ってできる最大のコミュニケーショ
ンであるなど、身近なところに社会教育はあると言っておら
れたのが印象的でした。
２日目第５分科会は、東京都昭島市の実践発表でした。これ
までの社会教育委員会議を見直し、市民とともに作り上げて
いく「あきしま会議」を立ち上げ、参加者は、小中高生から８０
代まで幅広い。さらに、高校生がリーダーとなって進めるプ
ロジェクトもあり、次世代育成も行っているすばらしい取組
でした。

１１月１６日（木）～１７日（金）に、標記大会
が島根県民会館で行われました。まず驚かさ
れたのは、オープニングの浜田商業高校 郷
土芸能部による「石見神楽」でした。舞の完
成度がすばらしく、初めて見た者でさえ魅了
されるほどでした。小学生の頃から携わり、
ようやく高校生でこのような大舞台で舞うこ
とができる、まさに社会教育の体現でした。
２日目の分科会、第４分科会は南部町の取

組発表でした。「社会教育委員による幸せ探
究活動」と題して、社会教育委員自ら幸せに
なることが地域の幸せにもつながることで、
社会教育委員のモチベーションを上げ、さら
に地域も巻き込んだ取組でした。また、以前
から展開されている高校生サークルと新・青
年団の若者を中心とした活動も、他県にも先
駆的な取組として高評価を得ていました。鳥
取県を代表し、全国的にも影響を与えられる
事例発表となりました。

第６５回全国社会教育研究大会 宮崎大会

第４５回中国・四国地区社会教育
研究大会島根大会


